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婚 宴 


人 @ 婚 宴 と は : 結婚 の 折 に 特別 に 開か れる 食事 会 の こと で す 。 


@ 婚 宴 の 時 期 : 





婚 宴 の 時 期 は その 地 の 慣 例 に 従い 、 昼 夜 を 問わ ず 、 婚 向 契 約 時 ある い は その 後 、 ま た は 
初夜 前 後 な ど に 開き ます 。 





@ 婚 宴 の 法 的 位置 づけ : 


1 一 閉 奄 を 設け る こと は 夫 に と っ て 義務 で す 。 経済 力 に 応じ て 羊 1 頭 、 あ る い は それ 以上 
の も の を 振舞 うこ と が スン ブ ! で す が 、 尋 奄 に 限ら ず 浪費 する こと は 禁じ られ ます 。 





2 一 その 貧富 を 問わ ず 、 婚 宴 に は 宗教 的 に 真面目 な 人 々 を 招待 する の が スン ナ で す 。 食事 
の 内 容 は 合法 な 物 で あれ ば 、 何 で あっ て も 構い ませ ん 。 沿 、 貧 者 を 除外 し て 裕福 な 者 だ け 
招待 する の は 禁じ られ て いま す 。 








3 一 経済 的 に 余裕 の ある 者 が 婚 宴 の 準備 に お いて 当事者 に 援助 の 提供 を する こと は 、 推 奨 
され て いま す 。 





@ 婚 宴 の 招待 に 応じ る こと に 関し て : 


婚 宴 に 招待 され た 者 は 、 以 下 の よ うな 条件 を 満た し て いれ ば その 招待 に 応じ る こと が 義 
務 と な り ま す : 





口 招待 者 が ムスリム で ある こと 。 

口 明確 に 指名 され て 招待 され て いる こと 。 

口 婚 宴 の 第 1 日 目 で ある こと 。 

口 それ より 重要 な 用 事 が な いこ と 。 

口 その 婚 宴 に お いて 矯正 不可 能 な ほど の 非 合 法 な 物事 や 悪事 が 存在 し て いな いこ と 。 


























アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “あな た 方 が (食事 に ) 呼ば れ た ら 、 応 じ 
る の だ 。 も し (その 時 あな た 方 が ) サウ ム - いわ ゆる 断食 - 中 だ っ た ら 、( 招 待 者 の た め に ) 








1 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
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ドゥ アー (祈願 ) し て や る が いい 。 そ し て サウ ム 中 で な けれ ば 、 食 事 せ よ 。"”」( ム スリ ム の 
伝承 2) 


人 @ 婚 宴 、 あ る い は その 他 の 食事 会 な ど に 出席 し た 者 が 言う こと : 
婚 宴 な ど に 招待 され て 出席 し た 者 は 適当 な 頃合 を 見 つけ 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 


祝福 と 平安 あれ ) が 言っ た と され る 以下 の よう な 言葉 を 招待 者 に か ける こと が 推奨 され ま 
す : 





1 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 彼ら に お 恵み に な られ た 物 に お いて 、 彼 ら を ご 祝福 下さ い 。 
そし て 彼ら の 罪 を お 赦し に な り 、 ま た ご 慈 韻 を お か け 下 さい 。」( ム スリ ム の 伝承 3 








2 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 に 食 を 与え た 者 に 食 を お 与え に な り 、 ま た 私 に 飲ま せ た 者 に お 飲 
せ 下 さい 。」 (ムスリム の 伝承 








7 い 


3 一 「 あ な た 方 の 下 で サウ ム (いわ ゆる 断食 ) する 者 た ちら が それ を 解き 、 善 人 た ち が あ な 
た 方 の 食事 を 食べ 、 天 使 た ちら が あな た 方 に お 祈り を 捧げ て くれ ます よう 。」( ア ブー・ ダ ー 
ウー ド と イブ プン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 5) 





し 0 は 初夜 が 明け た 翌朝 その 家族 と 共に 、 彼 ら を お 祝い し て くれ た 親戚 な どの 家 を 訪問 
、 彼ら に 挨拶 と 祈願 の 言葉 を か ける の が 和 勧め られ ます 。 そ し て その 訪問 を 受け た 者 た 
bi こ 、 挨 拶 と 祈願 の 言葉 を 返し ます 。 








@ 尋 宴 の 食事 を 口 に する こと に 関し て : 








婚 宴 の 食事 を 口 に する こと は 推奨 され ます が 、 義 務 で は あり ませ ん 。 それで 招待 され た 
その 日 に その 者 に と っ て 義務 の サウ ム (いわ ゆる 断食 ) を 行っ て いる 者 が いた ら 、 そ こ に 
出 抽 し 、 祈 願 の 言葉 を か ける だ け に 留め て 退出 し ます 。 
また 任意 の サウ ム を し て いる 日 に 婚 宴 や 食事 に 招待 され た 場合 、 そ れ を 解除 し て 食事 す 
る 方 が 好ま し いと され ます 。 そ うす る こと で 彼 は 同胞 の 気分 を 和らげ 、 か つ 彼 を 嬉し くさ 
ROSSGM00 の の 














⑯ ムスリム は ある 集団 の 会 合 な ど を 訪れ た ら 彼 ら に 挨拶 し 、 そ れ か ら 上 座 か ら 見 て 一 番 遠 
い 空 席 に 腰 を 下ろ す よ うに し ます 。 尚 、 そ の 場 の 長 は キ ブ ラ (カアバ 神殿 の ある マッ カ 
の 方 向 ) の 方 を 向き ます 。 そ し て その 場 を 退出 する 時 に も 、 挨 拶 を 忘れ な いよ うに し ま 
す 。 














ヒー フ ・ ム スリ ム (1431)。 

ヒー フ ・ ム スリ ム (2042)。 

ヒー フ ・ ム スリ ム (2055)。 

0 スナ ン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (8854) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1747)。 文章 は アブ 
ー ウ ー ド の も の 。 





くま 
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@ 非 合 法 な 物事 の 存在 する 婚 宴 や 会 合 へ の 出席 に 関し て : 


何ら か の 非 合 法 な 物事 を 伴う 婚 宴 に 招待 され ん たら 、 も し それ が 自分 の 手 に よっ て 矯正 可 
能 で ある 場合 に 限っ て 出席 し 、 そ れ を 正す よう に し ます 。 

一 方 それ が 自分 の 手 に 負え な い 類 の 物事 で や る な ら ば 、 出 席 す る 必要 は あり ませ ん 。 
また 出席 し て みて 初め て その 婚 宴 に その よう な 物事 が 存在 し て いる の を 知っ た 場合 、 そ 
れ を 正す よう に し ます が 、 そ れ が 出来 な けれ ば そこ を 退出 する こと が 出来 ます 。 
また も し その 婚 衣 に その よう な 物事 が 存在 し て いる の を 知っ た も の の 、 そ れ が 自分 の 目 
や 耳 に 入ら な いと ころ に ある の な ら ば 、 そ の よう な 時 は その 場 に 留まる か ある い は 退出 す 
る か の 選択 を する こと が 出来 ます 。 























@ 婚 宴 に お いて 浪費 する こと の 禁止 : 





婚 宴 の み に 限 ら ず 、 飲 食 や 衣服 な ど に お ける 浪費 、 楽 器 の 使用 は 禁じ られ て いま す 。 


ウマ ラー ン ・ ブ ン ・ フ サイ ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“ こ の ウン マ (イス ラー ム 共 同体 ) 
に 、( 和 審 判 の 日 の 予兆 、 あ る い は アッ ラー か ら の 徳 六 と し て ) 月 人 触 と (容姿 の 醒 い ) 変化 、 
そし て 強風 が 出 環 する で あろ う 。"。 する と ある 男 が 言い まし た : “。 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 そ 
れ は いつ の こと で すか ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “女性 の 歌 唄い と 楽器 、 飲 酒 が 出現 す 
る 時 で ある 。"」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 6) 











@⑯ 貴人 ぐ や 学者 を 食事 に 招待 する こと : 





サハ ル ・ プ ブン ・ サ アド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た 「 ア プー・ ウ サイ ド ・ 
アル = テ サ ー イ ディ ー は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) を 媒 宴 の 食 
事 に 招待 し まし た が 、 そ の 日 は 新婦 で ある 彼 の 妻 が 人 々 に 仕え て いま し た 。 サ ハル は 言い 
まし た : “あな た 方 は 彼女 が 何 を アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 
注い だ か 知っ て いる か ? 彼女 は 昨夜 か ら ナ ツメ ヤシ の 実 を 水 に 漬け て 溶かし て お いた も の 
を 、 彼 が 食事 を 終え た 時 に 差し 出し た の だ 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 











@ 婚 畑 の 告知 の 方 法 : 


1 一 婚 問 を 告知 する こと 、 及 び 女 性 た ち が そ の 折 に 太鼓 を 叩い た り 、 歌 詞 に 不 埼 で 下品 な 
箇所 の な いよ うな 歌 を 歌っ た りす る こと は スン ナ で す 。 





6 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (②212)。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5176) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2006)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 の 所 で 2 人 の デン ダー シル 
8 の 少女 が プア ー ス の 万 々 9 に 関連 し た 詩 を 歌っ て いる と 、 ア ブー・ バ クル が や っ て 来 ま し た 。 
彼 は 言い まし た :“ ア ッ ラ ー の 使徒 の 家 で シャ イタ ー ン (悪魔 ) の 唄 (を 瑞 う と は 何事 ) か ?“" 
それ は イー ド (祭り ) の 日 の こと で し た 。 す る と アッ ラー の 使徒 (第 に ア ッ ラ ー か ら の 祝 
福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : "アブー・ バ クル よ 、 全 て の 民 に は イー ド が ある 。 そ し て こ 
れ が 私 た ちの イー ド な の だ よ 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 10) 














2 一 尋 宴 に 限ら ず 、 男 女 の 同席 は 非 合 法 で す 。 ま た イス ラー ム 法 に 適っ た 形 で 体 を 呈 っ て 
いな い 女 性 た ちの 中 に いる 新婦 の も と に 新郎 が 姿 を 見 せる の も 、 禁 じ ら れ て いま す 。 





3 一 女性 の 美 し さ や 情愛 な ど を 描写 する 歌 、 弦 楽器 や 管楽器 や その 他 の 音楽 器 の 使用 、 ま 
た 歌手 を 雇う こと な ど は 、 婚 亡 か どう か を 問わ ず 禁 じ し ら れ て いま す 。 








アブ ー・ ア ー ミ ル ・ ア ルー テア シュ アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が この よう に 言う の を 聞き まし た :「 私 の ウ 
ンマ (イス ラー ム 共 同体 ) に 、 淫 や 絹 、 酒 や 楽器 を 合法 と する 募 が 出現 する で あろ う 。」 
(アル ニブ ハー リー と アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 1) 





@ 婚 宴 や その 他 の 場 に お ける 写真 撮影 に 関し て : 


1 一 魂 を 有する 物 を 写真 に 撮影 する の は 非 合 法 で あり 、 大 罪 ! の 1 つ で す 。 そ れ で 立体 で 
あれ 平面 で や れ 、 ま た その 対象 に 影 が あろ うと な か ろう と 、 あ る い は 手 仕 事 で あれ 写真 で 
あれ 、 写 真 や 絵 を 壁 に 掛け た りす る こと も 禁じ られ ます 。 3 











8 訳者 注 :「 ア ン サ ー ル 」 と は マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ と 宗教 迫害 を 逃れ て 移住 し た 信仰 者 で ある 「 ム ハ 
ー ジ ル 」 を マデ ィ ー ナ で 迎え 入れ 、 財 や 住居 な どの 物質 的 側面 と 精神 的 側面 か ら 援助 し た 信仰 者 た ちの こ 
語 s 
9 訳者 注 :「 ブ アース の 日 々 」 と は 、 ム スリ ム の 移住 前 に マデ ィ ー ナ の 2 主要 部 族 で あっ た アル = ニア ウス 
族 と アル ニハ ズラ ジュ 族 が 主導 権 を 巡っ て 人 争い 合っ た 戦争 の 事 を 指し て いま す 。 その 当時 彼ら は 詩 で も っ 
て 自分 た ちの 部 族 を 誇り 合い 、 相 手 を 時 っ て いた も の で し た 。 但し 学者 た ち は こ の 時 少女 た ち が 歌 っ て い 
た の は 戦い に お ける 勇 ま し さ や 勇猛 さ に つい て の 唄 で あり 、 そ れ ゆ え に 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) は それ を 禁じ は し な か っ た の だ と 解 称 し て いま す (イブ プン ・ ハ ジャ ル 著 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ 
ハー リー 解 息 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル ニ テバ ー リ ー」 参照 )。 
10 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (952) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (892)。 文章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
11 サ ヒ ー フ ・ ア ル ニ テニ ブ ハー リー (5590)、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4039)。 文章 は アル ニブ ハー リ 
ー の も の 。 ア ッ テ ス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム (91) も 参照 の こと 。 
12 訳者 注 :「 大 罪 (カビ ー ラ )」 と は 、 そ れ に 対し 現世 に お いて 刑 六 が 適用 され た り 、 あ る い は それ を 犯 
すこ と で 来世 に お いて 地獄 を 警 告 さ れ て いた り 、 ま た アッ ラー の ご 慈悲 か ら の 放逐 や か れ の お 交 り を 招く 
こと と され て いる も の で す 。 例 と し て は シル ク や 殺人 、 ズ イィ ナー ( 淫 ) や 魔法 、 リ バー (不法 商取引 ) 、 
親不孝 、 嘘 の 堆 い な ど が あり ます 。 
13 訳者 注 : この 問題 も 他 の 法学 的 問題 と 同様 、 学 者 の 見 解 が 分 か れ て いま す 。 例 えば ワ ハ バ ・ ア ル テ ズ 
ハイ リー 博士 は 写真 撮影 及び それ を 長 に 掛け た りす る こと に 関し 、 そ の 著 「 ア ル テ フ ィ ク フ ・ ア ル テ イ ス 
ラー ミー・ ワ ・ ア ッ デ ィ ラ ト フ 」 の 中 で そこ に は 何 の 間 題 も な い 旨 を 述べ て いま す 。 と いう の も 写真 は 丁 
度 物 が 鏡 や 水 に 反映 する よう に 陰 や 形 を 固定 する だ け の こと で あり 、 そ れ は 伝承 の 中 で 禁止 され て いる 「 タ 
スウ ィ ー ル ( 絵 や 彫刻 な どの 作成 )」 に は あたら な いか ら で あ る 、 と いう こと を 理由 と し て 挙げ て いま す (4 
2676 一 2677)。 一 方 禁止 され る 絵 や 工作 な どの 条件 と し て 彼 は 、 以 下 の 8 つの 条件 を 挙げ て いま す : ① 
人 間 や 動物 な ど 、 魂 を 有する 生物 を その 対象 と する こと 、② そ れ を 次 美 し た り 偉大 視 す る た め に 行う こと 、 
至高 の アッ ラー の 創造 物 や 行い の 模 僚 や 相似 を その 目的 と する こと (4 ノ /2670)。 但し 女性 の 肉体 や 踊り 、 
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但し 医学 的 理由 や 犯罪 者 の 記録 や 告知 な どの 必要 性 が ある 場合 に は 、 そ れ ら を 利用 する 
こと が 許さ れ ま す 。 








2 一 男女 の 別 を 問わ ず 、 婚 愛 な ど で 写 真 撮影 する こと は 禁じ られ ます 。 そ れ よ り も 危険 で 
醒 悪 な の は それ ら を ビデ オ 撮 影 す る こと で 、 ま た それ より も 醒 悪 な の は その テー プ を 人 に 
2 10 上 あたかも よい 
行い で ある よう に 見 せ か ける 者 は 罪 を 犯す 者 で あり 、 ま た その 言葉 に 沿っ て 罪 を 犯し た 
人 々 の 罪 も 審判 の 日 まで 彼 に 課せ られ る で し ょ 2 う 。 











イブ ン ・ ウ ィ ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 こ れ ら の 彫像 (あるいは 絵 ) を 作成 し た 者 は 
審判 の 日 に “お 前 の 作っ た 物 に 魂 を 吹き 込ん で みよ 。” と 言 われ て 還 さ れる で あろ う 。」( ア 
ル テ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 3) 





@ 女性 が し て は いけ な いこ と : 





以下 の 物事 は 女性 に 禁じ られ て いま す : 


口 眉毛 を 抜く こと 。 

口 か つら や 付け 毛 

口 刺青 。 

口 眉 を 整え る こと 。 

口 (美容 の た め ) 歯 を 削っ た り し て 手 を 入れ る こと 。 

口 男性 と 踊る こと 。 

口 40 日 以上 爪 を 切ら ず に 伸ばし っ た ば ぱな し に する こと 。 
口 男性 の 出で立ち を する こと 。 

口 目立っ た 格好 や や 尊大 な 衣装 、 浪 費 の 賜物 の よう な 衣服 を 着る こと 。 
口 きち ん と 体 を 覆 わ な いこ と 。 

口 夫 以 外 の 者 の 前 で 裸 に な る こと 。 

口 催し 事 な ど に お ける 男性 と の 同席 。 


























@⑯ 男女 に 許さ れ て いる こと : 


1 一 男性 は その 体 に 害 が な く 、 か つ 女 性 らし くす る こと を 意図 する の で は な いこ と を 条件 
に 、 背 中 や 胸 、 礎 や 腰 な どの 体毛 を 除 志 す る こと が 許さ れ ま す 。 








まとう こと が 許さ れ ま す が 、 そ れ ら は 男性 に は 禁じ られ ます 。 
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低 劣 な ドラ マ 、 人 時 まあ の 到 不 のべる の 后 計 こ 問 題 を 巻き 起こ す よ うな 恐れ の ある も の を 写真 や ビデ オ な ど 

で 撮影 する こと に 関し て は 、 明 ら か に 禁止 され て いる こと で 学者 の 意見 は 一 致し て いま す 。 

14 サ ヒ ビー ブフ ・ ア ルミ プ ハ ー リ ー (5951)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2108)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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また 女性 は 、 水 が 完全 に 染み 込ま な い 形 に は な ら な いこ と を 条件 に 、 ヘ ンプ ナ % な ど を 用 いて 
爪 を 染色 する こと が 許さ れ ま す 。 ま た 顔面 部 の 通常 所 が 生 えな いよ うな 部 分 に 生え て きた 
毛 に 関し て は 、 除 去 す る こと が 可能 で す 。 

また 服装 な ど に お いて 非 ム スリ ム を 模 條 し て は な り ま せん 。 あ る 人 々 に 似る 者 は 、 そ の 
仲間 で ある か ら で す 。 


























@ 女性 が 服装 な ど に お いて 非 ムスリム の 真似 を する こと : 





女性 は 同性 の 前 で あろ うと 、 ズ ボン を 着用 し て は な り ま せん 。 と いう の も それ を 着用 す 
る こと で 体 の 線 が 浮き 上 が り 、 か つ 非 ムスリム や 男性 の 服装 に も 似通っ て くる か ら で す 。 
また 同様 に 頭髪 を ボ と か 黄色 と か 再 と か に 染め る こと も 、 同 様 の 理由 と その 他 様 々 な 問題 
ゆえ に し て は いけ な いこ と で す 。 但し 白髪 を 隙 す た め に 、 ヘ ン ナ な ど を 用 いて 染め る こと 
に 間 題 は あり ませ ん 。 
また ハイ ヒー ル は 上 記 の 理由 は 無論 の こと 、 ア ッ ラ ー が 禁じ られ た と ころ の 黒 性 の 注意 
を 惹 い た り 和 欲望 を 播き 立て た りす る 効果 が ある こと か ら も 、 禁 じ し ら れ ま す 。 




















15 訳者 注 : 頭髪 や 疑 、 手 足 や 爪 な どの 染料 や 薬品 と し て 用 いら れる 植物 の 1 種 。 
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